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民
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名
が
来
場

新年会新年会

　

２
０
２
５
年
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
猛
威
で
明
け

た
。
救
急
告
示
病

院
や
各
区
の
医
師

会
休
日
診
療
所
に

は
発
熱
患
者
が
押

し
寄
せ
、
勤
務
す
る
職
員
は
食

事
も
と
れ
ず
、
休
憩
も
と
れ
ず

の
奮
闘
が
続
い
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
教
訓
に
学
び
、「
発

熱
し
た
」
と
い
う
だ
け
で
、
診

療
に
た
ど
り
つ
け
な
い
地
域
を

作
っ
て
は
い
け
な
い
と
ば
か

り
、
年
末
年
始
に
奮
闘
し
た
医

療
機
関
や
そ
こ
に
従
事
す
る
医

療
従
事
者
に
は
心
か
ら
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
。
し
か
し
、
矛
盾

や
困
難
を
現
場
の
医
療
機
関
や

医
療
従
事
者
だ
け
で
背
負
う
の

は
あ
ま
り
に
酷
だ
▼
コ
ロ
ナ
禍

の
教
訓
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
通

常
の
医
療
提
供
体
制
や
保
健
所

体
制
に
余
裕
が
な
い
と
、
突
発

的
な
出
来
事
に
対
処
が
困
難
に

な
る
」
点
は
ど
う
解
消
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
感
染
症
の
流

行
は
常
に
突
然
始
ま
り
、
そ
の

対
応
に
猶
予
は
な
い
。
非
常
時

の
医
療
提
供
体
制
を
守
れ
る
よ

う
な
余
裕
あ
る
職
員
の
雇
用
の

た
め
に
は
、
診
療
報
酬
に
裏
付

け
ら
れ
た
経
営
的
基
盤
が
必
要

だ
▼
薬
剤
不
足
も
然
り
、
呼
吸

器
系
の
感
染
症
に
欠
か
せ
な
い

咳
止
め
な
ど
の
薬
剤
が
数
年

間
、
供
給
が
不
足
し
続
け
る
事

態
は
一
体
ど
う
考
え
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
か
。
感
染
症
に
罹
患
し

た
患
者
が
調
剤
薬
局
を
探
し
て

回
っ
た
り
、
市
販
薬
な
ら
売
っ

て
い
る
か
も
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

事
態
は
異
常
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
日
本
の
地
域
医
療
提

供
体
制
が
誇
れ
る
も
の
に
な
る

た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
多
く
あ
る
。

（
梨
杏
）

経
験
を
活
か
し
災
害
へ
備
え
る

こ
と
、
ト
リ
プ
ル
改
定
は
複
雑

で
厳
し
く
、
巳
年
の
今
年
は

〝
ヘ
ビ
ー
〟
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
蛇
は
弁
財
天
の
使
者

で
あ
り
、
多
く
の
福
を
呼
び
込

む
年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
た
。

　

横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
吉
田

直
人
会
長
は
、
保
険
医
協
会
と

歯
科
医
師
会
の
不
仲
説
は
い
わ

ゆ
る
〝
フ
ェ
イ
ク
〟
で
あ
り
、

今
後
、
互
い
の
強
み
弱
み
を
ひ

っ
く
る
め
て
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
充
実
へ
手
を
取
り
合
い
、

前
へ
進
み
た
い
と
語
っ
た
。

　

横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光

副
会
長
は
『
保
険
診
療
便
覧
』

は
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
や
電
話
対
応

は
親
身
、研
究
会
・
講
演
会
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
発
言
。
２

０
２
５
年
問
題
、
参
院
選
、
市

長
選
、
医
師
会
関
連
の
選
挙
と
、

今
年
は
変
化
の
年
で
あ
る
と
し

て
有
意
義
な
情
報
提
供
に
感
謝

し
て
い
る
と
し
、
今
年
も
一
生

懸
命
足
並
み
を
揃
え
て
政
治
に

取
り
組
む
と
し
た
。

　

佐
々
木
奈
保
美
議
員
（
衆
・

立
憲
）
は
、
保
険
証
存
続
に
つ

い
て
協
会
と
議
論
を
重
ね
た
こ

と
に
言
及
し
、
誰
も
が
安
心
で

き
る
医
療
体
制
構
築
を
目
指
し

て
い
く
と
述
べ
た
。

　

西
岡
義
高
議
員
（
衆
・
国
民
）

は
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
同
じ
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
語

っ
た
。

　

深
作
ヘ
ス
ス
議
員
（
衆
・
国

民
）は
、自
身
は
医
療
情
報
サ
イ

ト
等
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
と

触
れ
た
上
で
、
国
民
民
主
党
が

一
石
を
投
じ
た「
１
０
３
万
円

の
壁
」
が
注
目
を
浴
び
て
い
る

と
言
及
。
民
主
主
義
の
体
現
へ

国
民
の
声
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

し
た
。

　

水
野
素
子
議
員
（
参
・
立
憲
）

は
、
協
会
が
保
険
証
存
続
を
は

じ
め
と
し
た
現
場
の
声
を
伝
え

て
い
る
こ
と
、
医
療
者
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
か
ら
国
民

を
守
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
し
、
政
治
改
革
を

進
め
て
い
く
と
述
べ
た
。

　

小
池
晃
議
員
（
参
・
共
産
）は
、

２４
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
〝
な

ん
ち
ゃ
っ
て
プ
ラ
ス
〟で
あ
り
、

物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
あ
わ
せ

て
診
療
報
酬
を
改
定
す
る
仕
組

み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
。
ま
た
、
医
師
の
偏
在

対
策
の
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は
〝
兵
糧
攻
め
〟、
地
域
別

診
療
報
酬
は〝
邪
道
中
の
邪
道
〟

と
批
判
。
偏
在
は
医
師
の
責
任

で
は
な
く
、
地
方
に
住
み
続
け

ら
れ
な
く
な
る
経
済
等
の
問
題

に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
し
、

医
療
へ
の
尽
力
を
約
し
た
。

　

福
島
瑞
穂
議
員
（
参
・
社
民
）

は
、
保
険
証
廃
止
問
題
を
は
じ

め
現
場
の
声
を
伝
え
る
協
会
活

動
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
。

物
価
高
騰
下
に
診
療
報
酬
が
引

き
上
が
ら
ず
、
医
療
機
関
経
営

へ
の
補
助
金
は
自
治
体
の
財
政

状
況
等
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
不

合
理
を
指
摘
し
、
税
金
は
軍
拡

よ
り
も
医
療
・
教
育
へ
振
り
向

け
る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

牧
山
弘
惠
議
員
（
参
・
立
憲
）

は
協
会
の
時
局
講
演
会
や
国
会

行
動
に
言
及
し
た
上
で
、
協
会

の
要
望
は
国
民
本
位
で
あ
り
、

「
し
っ
く
り
く
る
も
の
ば
か

り
」
と
評
価
。
今
年
の
参
院
選

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
意
気

込
み
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
立
憲
民
主
党
・
日
本

共
産
党
・
高
津
自
由
の
会
の
県

議
会
議
員
か
ら
も
祝
辞
を
賜

り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
た
。

　

医
療
政
策
研
究
室
は
１
月
２９

日
、
第
５
弾
と
な
る
論
考
「
長

期
収
載
品
の
選
定
療
養
化
で
薬

剤
１０
割
超
負
担
が
出
現
／
後
発

品
と
の
価
格
差
１
／
４
の
差
額

負
担

計
算
ル
ー
ル
が
鬼
門
」

を
発
表
。
厚
労
省
、
日
医
、
日

歯
、
マ
ス
コ
ミ
、
国
会
議
員
な

ど
に
送
付
を
し
た
（
５
面
）
。

　

こ
の
論
考
は
昨
年
１０
月
導
入

の
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
化

に
よ
り
、
後
発
医
薬
品
と
の
価

格
差
の
１
／
４
を
差
額
料
金
と

し
て
患
者
が
追
加
負
担
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
問
題
に
つ
い

て
、
少
額
負
担
と
の
一
般
的
な

理
解
と
異
な
り
、
実
態
は
大
幅

な
負
担
増
加
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
解
き
明
か
し
た
も
の
。

　

根
本
原
因
は
、
従
来
、
差
額

料
金
は
実
額
計
算
だ
っ
た
も
の

を
、
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養

に
関
し
、
薬
剤
料
の
点
数
計
算

方
法
を
適
用
す
る
と
定
め
た
た

め
、
構
造
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
薬
価
１５
円
以
下

の
医
薬
品
は
、
保
険
給
付
分
が

な
が
ら
も
、
保
険
医
協
会
と
の

関
係
深
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

郡
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
、

医
療
関
係
団
体
か
ら
は
横
浜
市

青
葉
区
医
師
会
・
山
本
俊
夫
会

長
、
旭
区
医
師
会
・
岡
田
孝
弘

岡
田
孝
弘

会
長
、

会
長
、
港
南
区
医
師
会
・
朝
倉

靖
博
副
会
長
、港
北
区
医
師
会
・

鈴
木
悦
朗
会
長
、

鈴
木
悦
朗
会
長
、栄
区
医
師
会
・

野
村
武
会
長
、瀬
谷
区
医
師
会
・

武
岡
裕
文
会
長
、
都
筑
区
医
師

ん
だ
。

　

宗
野
創
議
員
（
衆
・
立
憲
）

は
厚
労
委
員
会
所
属
の
身
と
し

会
・
福
元
晃
副
会
長
、
戸
塚
区

医
師
会
・
三
木
英
之
会
長
、
横

浜
市
磯
子
区
歯
科
医
師
会
・
村

瀬
勝
巳
会
長
、
保
土
ヶ
谷
区
歯

科
医
師
会
・
古
田
潤
二
郎
会
長
、

横
浜
市
歯
科
医
師
連
盟
・
佐
藤

信
二
会
長
、
神
奈
川
県
臨
床
整

神
奈
川
県
臨
床
整

形
外
科
医
会

形
外
科
医
会
・
山
口
優
副
会
長

山
口
優
副
会
長
、

神
奈
川
県
糖
尿
病
協
会
・
津
村

和
大
会
長
、
神
奈
川
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
・
野
末
浩
之
会

長
、
神
奈
川
県
臨
床
検
査
技
師

会
・
田
山
三
郎
常
務
理
事
、
神

奈
川
県
理
学
療
法
士
会
・
松
本

肇
副
会
長
、
神
奈
川
県
作
業
療

法
士
会
・
神
保
武
則
会
長
、
神

奈
川
県
栄
養
士
会
・
西
宮
弘
之

会
長
が
挨
拶
。
協
会
事
業
へ
の

感
謝
や
医
療
界
の
協
力
が
呼
び

掛
け
ら
れ
た
。

国
会
行
動
の
頻
度

に
謝
辞
も

　

鏡
開
き
と
鵜
養
監
事
の
音
頭

で
乾
杯
。
国
会
議
員
は
野
党
１０

名
が
駆
け
付
け
、
来
場
順
に
祝

意
を
述
べ
た
。

　

山
崎
誠
議
員
（
衆
・
立
憲
）は
、

協
会
は
高
い
頻
度
で
国
会
を
訪

れ
情
報
提
供
し
て
く
れ
る
と
語

る
と
と
も
に
、
山
崎
議
員
の
仲

立
ち
で
実
現
し
た
厚
労
省
レ
ク

に
触
れ
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
る
と
し
た
。

　

太
栄
志
議
員
（
衆
・
立
憲
）

は
昨
年
一
年
間
、
協
会
の
先
生

方
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
謝
意

を
示
し
、
今
年
も
役
に
立
て
る

よ
う
全
力
を
尽
く
す
と
意
気
込

▲▲ 

（
左
か
ら
）
横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光
副
会
長
、
横
浜
市
医
師
会
の
戸
塚
武
和

（
左
か
ら
）
横
須
賀
市
医
師
会
の
髙
宮
光
副
会
長
、
横
浜
市
医
師
会
の
戸
塚
武
和

会
長
、
田
辺
理
事
長
、
横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
吉
田
直
人

会
長
、
田
辺
理
事
長
、
横
浜
市
歯
科
医
師
会
の
吉
田
直
人
会
長
会
長

医
療
政
策
研
究
室
「
論
考
」
第
５
弾

差
額
に
点
数
計
算
適
用
の
矛
盾
指
摘

長
期
収
載
品
、１０
割
負
担
超
が
出
現

乾
杯
の
音
頭
は
鵜
養
監
事

乾
杯
の
音
頭
は
鵜
養
監
事

１
点
、
選
定
療
養
の
差
額
負
担

（
特
別
料
金
）
も
１
点
で
の
計

算
と
な
り
、
薬
価
へ
の
負
担
率

が
１０
割
を
超
え
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
対
象
１
千
９６
品
目
の

約
２５
％
の
品
目
が
１０
割
を
超
え

て
い
る
。
論
考
で
は
、
事
実
上

の
「
保
険
外
し
」
に
な
っ
て
お

り
、
実
額
以
上
の
差
額
の
嵩
増

し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
汎
用
薬
な
ど
１０
割
未

満
で
も
８
割
負
担
以
上
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
１
割
あ
り
、
対

象
品
目
の
半
数
以
上
が
５
割
負

担
以
上
と
な
る
と
詳
述
。

　

こ
の
た
め
、
長
期
収
載
品
の

選
定
療
養
化
に
よ
り
、
従
来
の

患
者
負
担
に
比
べ
て
約
５
倍
と

な
る
も
の
が
２５
％
、
約
２
倍
以

上
と
な
る
も
の
が
半
数
以
上
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

論
考
で
は
、
こ
の
矛
盾
解
消

の
た
め
差
額
料
金
を
実
額
計
算

と
す
る
是
正
通
知
の
発
出
が
必

要
だ
と
説
い
て
い
る
。
更
に
は
、

本
来
ア
メ
ニ
テ
ィ
へ
適
用
さ
れ

る
選
定
療
養
の
、
医
療
本
体
へ

の
適
用
拡
大
の
禁
止
、
医
師
の

偏
在
是
正
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の

適
用
を
禁
じ
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。

　

論
考
へ
は
東
京
内
科
医
会
、

朝
日
新
聞
、
月
刊
保
険
診
療
、

週
刊
東
洋
経
済
、日
医
元
役
員
、

国
会
議
員
秘
書
、
医
療
制
度
研

究
会
、
民
医
連
、
弁
護
士
、
研

究
者
、
兵
庫
・
長
崎
・
青
森
・

大
阪
・
京
都
・
大
阪
歯
科
・
富

山
の
各
保
険
医
協
会
か
ら
反
響

が
あ
っ
た
。

※
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

協
会
は
１
月
２１
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で
新
年

会
を
開
催
。
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
９３
名
、
会
員

１９
名
、
役
員
１８
名
ら
、
計
１
６
１
名
が
参
加
し
た
。　

（
来
賓
一
覧
８
面
）

いい医療ドットコム～神奈川県保険医協会ホームページ～

https://www.iiiryou.com/園田栄太郎

　

新
年
の
挨
拶
に
立
っ
た
田
辺

理
事
長
は
、
与
野
党
間
の
議
論

こ
そ
本
来
の
民
主
制
の
有
り
様

で
あ
り
、
次
の
選
挙
で
の
意
思

表
示
が
大
切
だ
と
述
べ
、
実
質

賃
金
減
少
や
物
価
・
賃
金
高
騰

に
言
及
。
大
企
業
と
の
給
与
差

に
よ
る
地
域
医
療
崩
壊
へ
の
危

惧
を
示
し
、
医
療
費
総
枠
拡
大

と
保
険
証
復
活
を
引
き
続
き
求

め
て
い
く
と
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
様
々
な
顔

ぶ
れ
が
登
壇
し
た
。

　

横
浜
市
医
師
会
の
戸
塚
武
和

会
長
は
協
会
へ
謝
辞
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
能
登
半
島
地
震
の

ベースアップ評価料Ⅰ

大幅簡素化
最短10分で作成可能

（詳細は3面）
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厚
労
省
の
医
師
偏
在
対
策

推
進
本
部
は
昨
年
１２
月
２５

日
、
「
医
師
偏
在
の
是
正
に

向
け
た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
公
表
。
今
通
常

国
会
に
関
連
す
る
医
療
法
等

改
定
案
が
提
出
さ
れ
る
見
通

し
だ
が
、
そ
の
内
容
は
都
市

部
で
の
開
業
規
制
や
経
済
的

デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

い
う
、
医
療
費
抑
制
策
や
医

師
の
人
権
へ
の
抵
触
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
孕
む
。

　

と
り
わ
け
、
同
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
診
療
所
が
突
出
し
て

多
い
地
域
を
「
外
来
医
師
過

多
区
域
」
と
指
定
。
当
該
区

域
で
の
新
規
開
業
希
望
者
が

〝
地
域
で
不
足
す
る
医
療
機

能
〟
を
担
わ
な
い
場
合
、
▽

保
険
診
療
指
定
期
間
の
短
縮

（
６
年
か
ら
３
年
）
、
▽
地
域

で
の
医
療
機
関
名
の
公
表
、

▽
診
療
報
酬
の
削
減
、
▽
補

助
金
の
不
交
付
―
等
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
課
す
と
し
、
施
行

５
年
後
に
は
、
保
険
医
療
機

関
の
〝
指
定
取
消
〟
も
含
め

て
対
応
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。
な
お
、
県
内
で
は
横

浜
、
川
崎
、
湘
南
東
部
等
が

外
来
医
師
過
多
区
域
に
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

規
制
的
手
法
に
つ
い
て

は
、
日
医
等
も
▽
憲
法
の
保

障
す
る
営
業
の
自
由
等
の
侵

害
、
▽
抜
け
道
と
し
て
多
数

区
域
近
隣
で
の
開
業
増
加
や

自
由
診
療
へ
の
流
出
増
―
等

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い

る
。

　

診
療
報
酬
の
削
減
に
つ
い

て
は
、
外
来
医
師
過
多
区
域

に
お
け
る
要
請
等
を
受
け
た

診
療
所
に
必
要
な
対
応
を
促

す
た
め
の
「
負
の
動
機
付
け

と
な
る
診
療
報
酬
上
の
対

応
」
を
次
期
診
療
報
酬
改
定

で
検
討
す
る
、
大
臣
折
衝
事

項
と
し
て
明
記
さ
れ
た
。

　

昨
年
１１
月
末
、
財
務
省
財

政
制
度
等
審
議
会
が
次
年
度

予
算
編
成
に
向
け
て
公
表
し

た
「
秋
の
建
議
」
で
は
、
▽

特
定
地
域
の
過
剰
な
診
療
科

へ
の
診
療
報
酬
減
算
、
▽
地

域
別
単
価
（
地
域
別
診
療
報

酬
）
の
導
入
―
等
を
提
起
し

て
い
る
。
今
後
の
動
向
次
第

で
は
、
今
回
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
「
負
の
動
機
付
け
と
な
る

診
療
報
酬
上
の
対
応
」
が
「
地

域
別
診
療
報
酬
」
の
導
入
に

道
を
開
き
か
ね
な
い
。

　

か
つ
て
１
点
単
価
に
格
差

の
つ
い
た
地
域
別
診
療
報
酬

は
あ
っ
た
が
、
１
９
６
３
年

に
撤
廃
さ
れ
、
そ
れ
以
降
は

全
国
一
律
単
価
の
診
療
報
酬

が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
全
国
一
律
単
価
が
全
国

の
医
療
の
均
て
ん
化
に
大
き

く
貢
献
し
、
医
療
技
術
・
労

働
を
保
障
し
、
医
療
の
再
生

産
を
支
え
て
い
る
。
医
師
偏

在
対
策
を
口
実
と
し
た
財
務

省
の
歳
出
削
減
、
医
療
費
抑

制
策
は
、
地
域
医
療
を
壊
し

分
断
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

規
制
的
手
法
や
経
済
的
デ

ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
の

対
策
を
強
め
れ
ば
、
医
師
側

の
反
感
や
萎
縮
・
閉
塞
感
が

強
ま
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
医

師
と
い
う
職
業
の
魅
力
や
社

会
的
意
義
が
薄
れ
、
医
師
の

な
り
手
が
不
足
す
る
と
い
う

本
末
転
倒
の
事
態
も
生
じ
か

ね
な
い
。

　

医
療
は
重
要
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
で
は
あ
る
一
方
、
医
師

も
一
人
の
人
間
で
あ
る
。
医

師
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
医
療
界
だ
け
で
な
く

地
域
自
治
体
等
も
交
え
た
、

社
会
全
体
で
の
総
合
的
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

医
師
偏
在
是
正
は

社
会
全
体
で
検
討
す
べ
き

【神奈川県医師国保】

従業員の人数制限が緩和

第
３１
期
第
２７
回
理
事
会
　
１２
月
２６
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２５
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
９
名
）〉

被
保
険
者
証
）
は
今
年
の
７

月
に
期
限
切
れ
と
な
る
。
ま

た
、
同
じ
時
期
に
参
議
院
選

挙
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

従
前
の
保
険
証
の
廃
止
を
取

り
消
す
運
動
を
展
開
し
て
い

【
議
長
報
告
】

　

「
現
行
の
保
険
証
」
の
新

規
発
行
が
昨
年
１２
月
２
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
保
険

証
（
国
民
健
康
保
険
や
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

後
は
、
新
し
く
発
行
さ
れ
る

資
格
確
認
書
の
健
康
保
険
証

化
（
プ
ッ
シ
ュ
型
発
行
へ
の

是
正
）
を
求
め
て
い
く
こ
と

も
確
認
さ
れ
た
。

　

１
月
２１
日
に
横
浜
ベ
イ
シ

ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー

ズ
で
行
わ
れ
る
新
年
会
に
出

席
す
る
役
員
の
役
務
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、

１
月
２６
日
に
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
２４
～
２５

　

令
和
６
年
度
よ
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
情
報
の

報
告
・
公
表
の
た
め
の
新
た
な

２
つ
の
制
度
、
▽
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
経
営
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
新
設
）
、
▽
介
護
サ

ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
（
見
直

し
）
―
が
始
ま
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
原
則
と
し
て
全
て
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
報
告

の
対
象
と
な
る
※

。
た
だ
し
、

報
告
対
象
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
介

護
報
酬
の
収
入
が
年
間
１
０
０

万
円
以
下
の
事
業
者
や
、
災
害

シ
ス
テ
ム
（
経
営
情
報
Ｄ
Ｂ
）

を
用
い
て
報
告
す
る
。
報
告
期

居
宅
療
養
は
対
象
外

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
財
務
状
況
報
告

介
護

等
報
告
が
で
き
な
い
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
は
報
告
不
要
。

い
わ
ゆ
る
「
み
な
し
指
定
」
の

保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い
て
も

両
制
度
の
報
告
対
象
だ
が
、
介

護
予
防
支
援
、
居
宅
療
養
管
理

指
導
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
報
告
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

報
告
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
報
告

期
限
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た

い
。

　

新
設
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
経
営
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
は
、
令
和
７
年
１
月
か
ら

運
用
が
始
ま
っ
た
。
主
な
報
告

事
項
は
、
収
益
・
費
用
の
内
容
、

職
員
の
職
種
別
人
数
な
ど
。
新

シ
ス
テ
ム
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
経
営
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

限
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
、

３
カ
月
以
内
。
初
年
度
は
令
和

７
年
３
月
ま
で
と
な
る
。

　

ま
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

公
表
制
度
」
の
見
直
し
に
よ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
新

た
な
報
告
事
項
と
し
て
、
財
務

状
況
の
分
か
る
書
類
（
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
な
ど
）
の

報
告
が
必
要
と
な
っ
た
。
報
告

手
段
は
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ

ム
を
用
い
る
。
報
告
期
限
は
毎

年
度
で
自
治
体
ご
と
に
異
な

る
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
確
定
申

告
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
の
確
定
申
告
の
変
更

点
な
ど
を
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
変
更
点
と
し

て
令
和
６
年
の
１
年
限
り
で
す

が
、
令
和
６
年
分
「
定
額
に
よ

る
所
得
税
額
の
特
別
控
除
（
定

額
減
税
）
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平田税理士

定
額
減
税
の
記
入
漏
れ
に

定
額
減
税
の
記
入
漏
れ
にご注

意
を

ご
注
意
を

２
０
２
４

２
０
２
４    

確
定
申
告
の
注
意
点

確
定
申
告
の
注
意
点

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
税

理
士
の
平
田
由
紀
子
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

給
与
所
得
者
は
６
月
分
給
与
か

ら
実
施
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

定
額
減
税
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
国
内
に
居
住
し
、

合
計
所
得
金
額
が
１
千
８
０
５

万
円
以
下
の
者
で
す
。
た
だ
し
、

子
ど
も
・
特
別
障
害
者
等
を
有

【
経
営
編
】

　

神
奈
川
県
医
師
国
民
健
康
保

険
組
合
よ
り
令
和
６
年
９
月
付

で
の
事
務
連
絡
が
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
（
一
部
抜
粋
・
加
筆
修

正
）
。「
当
組
合
で
は
、
第
一
種

組
合
員
が
管
理
す
る
健
康
保
険

強
制
適
用
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

る
従
業
員
（
第
二
種
組
合
員
）

の
加
入
に
つ
い
て
、
現
在
は
健

康
保
険
適
用
除
外
申
請
が
承
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、

従
業
員
４
名
ま
で
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

組
合
員
よ
り
従
業
員
の
人
数
制

限
の
緩
和
に
つ
い
て
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
理
事
会
で
協

議
の
結
果
、
第
一
種
組
合
員
が

管
理
す
る
事
業
所
に
お
け
る
人

数
制
限
の
緩
和
（
５
名
以
上
の

従
業
員
の
加
入
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。」
な
お
、
施
行
開
始

は
令
和
６
年
１０
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

詳
細
や
ご
不
明
点
に
つ
き
ま

し
て
は
神
奈
川
県
医
師
国
民
健

康
保
険
組
合
（
℡

０
４
５
‐

２
３
１
‐
２
６
８
５
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇

〈
税
対
経
営
部
か
ら
の
お
願
い
〉

現
在
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
に
よ
る
「
物
価
高
騰
に
関
す

る
医
療
機
関
の
緊
急
影
響
調
査

（
全
９
問
／
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム
で
の
み
受
付
）」【
～
２
月
２８

日
締
切
】
を
実
施
中
で
す
。
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

す
る
者
等
の
所
得
金
額
調
整
控

除
の
適
用
を
受
け
る
者
は
２
千

１５
万
円
以
下
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
額
は
次
の
金
額
①
②
の

合
計
額
で
す
。
た
だ
し
そ
の
合

計
額
が
所
得
税
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
そ
の
所
得
税
額
が
限

度
と
な
り
ま
す
。

  

①
本
人
　
　
　
　

３
万
円

②
同
一
生
計
配
偶
者
・
扶
養

親
族

１
人
に
つ
き
３
万
円

　

同
一
生
計
配
偶
者
と
は
、
生

計
を
一
に
し
、
合
計
所
得
金
額

４８
万
円
以
下
で
、
事
業
専
従
者

で
な
い
配
偶
者
の
こ
と
で
す
。

扶
養
親
族
は
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
以
外
の
親
族
で
、
や
は

り
合
計
所
得
金
額
が
４８
万
円
以

下
、
事
業
専
従
者
で
な
い
者
で

す
。
年
少
扶
養
親
族
と
し
て
扶

養
控
除
の
適
用
が
な
い
者
で

も
、
こ
の
人
数
に
は
含
ま
れ
る

で
注
意
が
必
要
で
す
。
確
定
申

告
書
第
一
表
右
側
の
４４
欄
に
人

数
と
金
額
を
記
入
し
ま
す
。
記

入
漏
れ
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
所
得
税
額
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
定
額
減
税
額

は
、
市
町
村
か
ら
給
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
表
の
記
載
に
も

変
更
が
あ
り
ま
す
。
定
額
減
税

の
対
象
と
な
る
配
偶
者
や
扶
養

親
族
に
つ
い
て
は
、
「
配
偶
者

や
親
族
に
関
す
る
事
項
」
の
一

番
右
端
の
「
そ
の
他
」
欄
に

「
２
」
を
記
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
記
入

漏
れ
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
が
必
要
に
な
り

※
報
告
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
関
係
通
知
・

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。
な
お
介
護

予
防
支
援
、
居
宅
療
養
管
理

指
導
、
診
療
所
が
行
う
短
期

入
所
療
養
介
護
等
は
対
象

外
。

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
経
営

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

https://w
w

w
.m

hlw
.g

o.jp/

stf/tyousa-bunseki.htm
l

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

制
度

https://w
w

w
.m

hlw
.g

o.jp/

stf/kaigo-kouhyou.htm
l

ま
す
。
確
定
申
告
書
提
出
の
前

に
、
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載

が
さ
れ
て
い
る
か
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
支
払
調
書
到
着
の
関

係
か
ら
、
実
際
の
申
告
は
２
月

末
か
ら
３
月
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
直
前
に
な
っ
て
あ
わ
て

な
い
よ
う
に
、
早
め
の
準
備
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
申
告
書
の
受

付
に
関
し
て
変
更
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
確
定
申

告
書
を
持
参
・
郵
送
す
る
場
合
、

控
え
を
添
え
れ
ば
収
受
日
付
印

が
押
さ
れ
、
控
え
が
渡
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
１
月

よ
り
収
受
受
付
印
の
押
捺
が
な

く
な
り
ま
す
。
当
面
は
、
希
望

者
に
は
日
付
と
税
務
署
名
が
記

載
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
提
出
日
付
を
残
し
て
お

き
た
い
方
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
受
け
取
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
６
年
度
確
定
申
告
書

（
記
載
例
）を
ご
希
望
の
方
は
、

税
対
経
営
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
【
℡   

０
４
５
‐
３
１
３

‐
２
１
１
１
】

年
度
第
２
回
保
団
連
代
議
員

会
の
発
言
通
告
（
案
）
に
つ

い
て
、
担
当
事
務
局
よ
り
発

言
内
容
の
要
約
が
報
告
さ
れ

た
。口
頭
発
言
に
つ
い
て
は
、

「
一
般
社
団
法
人
に
よ
る
医

療
営
利
化
問
題
」
を
取
り
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

６
月
に
行
わ
れ
る
第
７０
回
定

時
総
会
に
関
す
る
役
員
等
の

役
割
分
担
（
案
）
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
。

（
議
長
・
湯
浅
○医
）
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届
出
が
大
幅
に
簡
略
化

最
短
１０
分
で
作
成
・
届
出
可
能

初
再
診
料
等
の
算
定
回
数
で
自
動
作
成

届
出
様
式
は
エ
ク
セ

ル
、メ
ー
ル
で
送
信

　

届
出
様
式
は
、
厚
労
省
指
定

の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
（
エ
ク
セ
ル
）

を
用
い
る
。
厚
労
省
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
特
設
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
届

出
様
式
は
❶
別
添
、❷
計
画
書
、

❸
届
出
書
と
シ
ー
ト
で
分
か
れ

て
お
り
、
❶
に
必
要
事
項
を
入

力
す
れ
ば
、
❷
、
❸
に
も
自
動

で
反
映
さ
れ
る
。
最
後
に
❸
の

４
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
届
出
書
類
は
完
成
す
る
。
実

質
的
な
作
業
は
「
❶
別
添
」
の

入
力
の
み
で
あ
る
。

　

提
出
先
は
、【
❶
別
添
】
の
「
所

在
地
」
に
神
奈
川
県
を
選
択
す

る
と
、
神
奈
川
県
専
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
表
記
さ
れ
る
。

そ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
届
出

様
式
（
エ
ク
セ
ル
）
を
添
付
し
、

送
付
す
れ
ば
完
了
す
る
（
メ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
書

面
提
出
も
可
）
。原
則
と
し
て
２

月
中
に
届
け
出
る
と
、
３
月
１

日
か
ら
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス

則
３
月
と
さ
れ
て
い
る
た
め
。

対
象
職
員
は「
医
療
に

携
わ
る
事
務
職
員
」も
可

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対

象
職
員
は
、
従
来
か
ら
変
更
は

な
い
。
看
護
職
員
や
歯
科
衛
生

士
な
ど
の
医
療
関
係
職
種
は
も

ち
ろ
ん
、
看
護
補
助
な
ど
の
患

者
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
事
務
職
員

も
対
象
と
な
る
。
例
え
ば
、
受

付
と
と
も
に
患
者
の
世
話
・
介

助
等
も
実
施
し
て
い
れ
ば
、
対

象
と
考
え
ら
れ
る
。

届
出
様
式
作
成
は

ど
の
職
員
で
も
可

　

従
来
の
届
出
様
式
で
は
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
の
対
象
職
員
の
賃

金
（
給
与
）
を
把
握
し
入
力
す

る
た
め
、
実
質
院
長
や
事
務
長

等
で
な
い
と
作
成
が
困
難
で
あ

ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
」
が
算
定
で

き
る
。
届
出
後
に
は
、
毎
年
８
月

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
使

途
を
記
し
た
「
賃
金
改
善
実
績

報
告
書
」
の
提
出
が
求
め
ら
れ

る
。１８

万
円
の
給
付
を

受
け
る
に
は
、２
月
中

の
届
出
を

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
、

そ
の
診
療
報
酬
に
よ
る
収
入

を
、
全
て
従
業
員
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
使
用
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
無
床
診
療
所
の
場
合
、
届

出
で
き
る
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
は
、
２
種

類
（
Ⅰ
と
Ⅱ
）
が
あ
る
が
、
多

く
は
Ⅰ
の
み
が
対
象
と
な
る
。

今
回
の
簡
略
化
は
「
Ⅰ
の
み
」

を
届
け
出
る
医
療
機
関
が
対
象

で
、
「
Ⅰ
及
び
Ⅱ
」
を
届
け
出

る
場
合
は
、
従
来
の
届
出
様
式

を
使
用
す
る
。
Ⅰ
及
び
Ⅱ
が
対

象
の
医
療
機
関
で
も
、
Ⅰ
の
み

届
け
出
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
無
床
診
療
所
１
施
設

あ
た
り
１８
万
円
の
給
付
金
（
生

産
性
向
上
・
職
場
環
境
整
備
等

事
業
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
）

は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

算
定
医
療
機
関
が
対
象
と
な

る
。
そ
の
た
め
給
付
を
受
け
る

に
は
、
２
月
中
の
届
出
を
お
勧

め
す
る
。
こ
の
場
合
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
算
定
を
「
開

始
す
る
月
」
と
「
終
了
す
る
月
」

が
と
も
に
「
令
和
７
年
３
月
」

※

と
な
る
た
め
、
４
月
以
降
も

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
算
定

す
る
に
は
再
度
❶
～
❸
の
書
類

を
作
成
・
提
出
の
必
要
が
あ
る

（【
既
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
届
け
出
て
い
る
場
合
】
を
参

照
）
。
な
お
こ
の
１８
万
円
の
給

付
金
は
、
例
え
ば
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
導
入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
設
備
の
導
入
等
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
算

定
を
「
終
了
す
る
月
」
は
、
原

【
既
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

届
け
出
て
い
る
場
合
】

既
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

既
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

算
定
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、
賃

算
定
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、
賃

金
改
善
計
画
書
を
「
令
和
６
年
度

金
改
善
計
画
書
を
「
令
和
６
年
度

分
」
と
し
て
届
け
出
て
い
る
。
令

分
」
と
し
て
届
け
出
て
い
る
。
令

和
７
年
度
も
引
き
続
き
当
該
評
価

和
７
年
度
も
引
き
続
き
当
該
評
価

料
を
算
定
す
る
場
合
は「
令
和
７

料
を
算
定
す
る
場
合
は「
令
和
７

年
度
分
」
の
賃
金
改
善
計
画
書
を

年
度
分
」
の
賃
金
改
善
計
画
書
を

６
月
中
に
提
出
す
る
と
さ
れ
て
い

６
月
中
に
提
出
す
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
届
出
期
限
等
の
詳
細
は
今

る
が
、
届
出
期
限
等
の
詳
細
は
今

後
厚
労
省
か
ら
示
さ
れ
る
予
定
。

後
厚
労
省
か
ら
示
さ
れ
る
予
定
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
「
賃
金
改
善

　

ま
た
、
８
月
に
は
「
賃
金
改
善

実
績
報
告
書
」
（
令
和
６
年
度
分

実
績
報
告
書
」
（
令
和
６
年
度
分

の
実
績
報
告
）
の
提
出
が
求
め
ら

の
実
績
報
告
）
の
提
出
が
求
め
ら

れ
る
。
詳
細
は
４
月
に
厚
労
省

れ
る
。
詳
細
は
４
月
に
厚
労
省

よ
り
通
達
さ
れ
る
。
２
月
７
日

よ
り
通
達
さ
れ
る
。
２
月
７
日

現
在
、
こ
ち
ら
の
報
告
書
は
簡

現
在
、
こ
ち
ら
の
報
告
書
は
簡

略
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
簡
略
化

略
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
簡
略
化

が
望
ま
れ
る
。

が
望
ま
れ
る
。

外来・在宅ベースアップ評価料Ⅰ

届出の手順
① インターネットで「厚生労働省 ベースアップ評
価料」と検索（または右記QRコード）

　⇒「ベースアップ評価料について」をクリック

② 「ベースアップ評価料等について」のページで、届出様式を
ダウンロード

　　 「2.届出様式（医療機関用）」の「○外来・在宅ベースア
ップ評価料（Ⅰ）のみを届出する場合（評価料Ⅰ専用届
出様式）」のExcel

③ ダウンロードした届出様式（Excel）に必要事項を入力（下表）

ア． 「1.保険医療機関に関する情報」、「2.届出を行う評価料」、

「3.届出年月日」、「4.ベースアップ評価料算定期間」、「5.外

来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）等により算定される

金額の見込み」（直近1カ月の初・再診料の算定回数）、

「6.賃金改善実施期間」、「7.対象職員（全体）の賃金改

善見込み額」を入力する。

イ． 「5の⑫」の額と「7の（参考）」の額を近づけるように、「7

の⑮」及び「7の⑯」の額を設定すると、医療機関の持

ち出しが少なくなる。その際「7の（参考）」の額が、「5

の⑫」を少しだけ上回るように設定する。

④届出様式（Excel）をメールに添付して提出

ア． 宛先（メールアドレス）は、

　　baseup-hyoukaryou14@mhlw.go.jp（神奈川県の場合）。

イ． 届出様式（Excel）のファイル名には、「医療機関コード」

を記載する。例）0123456_ベースアップ評価料届出

ウ．メール本文に、医療機関名と連絡先を記載する。

　

既
報
の
通
り
、
厚
労
省
は
「
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
」

（
初
診
時
６
点
、
再
診
時
２
点
等
、
１
日
に
つ
き
）
の
届
出
に
限
っ
て
、

届
出
様
式
を
大
幅
に
簡
略
化
。
こ
れ
に
よ
り
医
療
機
関
の
届
出
の
難
易

度
は
格
段
に
下
が
っ
て
い
る
。
実
際
に
医
療
機
関
が
調
べ
て
入
力
す
る

の
は
「
１
カ
月
間
の
初
・
再
診
料
の
算
定
回
数
等
」
で
、
あ
と
は
自
動

計
算
で
仕
上
が
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
対

象
職
員
の
給
与
総
額
や
ベ
ア
に
よ
る
賃
金
増
加
率
な
ど
複
数
項
目
の
入

力
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
煩
雑
な
部
分
が
大
幅
に
削
除
さ
れ
た
。

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
ⅠⅠ

5の⑫
1カ月当たりの外来・在宅ベースアップ
評価料（Ⅰ）等による算定金額の見込
み　※自動計算

7の
（参考）

法定福利費（事業主負担分等を含む）
を含む増加額の目安　※自動計算

7の⑮
対象職員（全体）の基本給等に係る1カ
月の賃金改善見込み額　※手入力

7の⑯
⑮に伴う賞与、時間外手当等の増加見
込み額（不明の場合は0でよい）
※手入力

っ
た
。
今
回
の
簡
略
化
さ
れ
た

届
出
様
式
で
は
、
対
象
職
員
の

給
与
を
入
力
す
る
必
要
は
な
い

た
め
、
役
職
・
職
種
を
問
わ
ず
作

成
自
体
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

給
与
引
上
げ
、
及
び

給
与
規
定
の
見
直
し

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届

出
し
、
算
定
を
開
始
す
る
場
合
、

当
然
な
が
ら
対
象
職
員
の
給
与

の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
給
与

規
定
の
見
直
し
・
改
定
が
行
わ

れ
る
。
賃
上
げ
の
幅
は
全
職
員

均
一
で
も
、
職
種
・
職
員
ご
と

に
差
を
設
け
る
で
も
ど
ち
ら
の

方
法
で
も
よ
い
。
ま
た
給
与
規

定
で
は
、
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
は
手
当
と
し
て
支
給
」
、

「
賞
与
に
連
動
し
な
い
」、「
評

価
料
の
変
更
が
あ
れ
ば
、
給
与

の
見
直
し
が
あ
る
」
等
と
し
て

お
く
と
、
仮
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
が
な
く
な
っ
た
場
合

も
、
対
応
が
し
や
す
い
。

日
医
記
者
会
見

に
て
解
説

　

ベ
ア
評
価
料
の
大
幅
簡
素
化

に
関
し
、
日
医
は
１
月
２２
日
の

定
例
記
者
会
見
で
解
説
。
簡
素

化
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い

る（
資
料
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。

❶ 別添
外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の施設
基準に係る届出書添付書類

賃金改善計画書❷ 計画書

特掲診療料の施設基準に
係る届出書❸ 届出書

}
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中医協 3月1日実施「随時改定」 金パラ 「引き上げ」

◆支台築造（装着料含む）

メタルコア（間接法）

前・小臼歯 216 （294）

大臼歯 279 （370）

※ （　）は6歳未満の乳幼児もしくは著
しく歯科診療が困難な者の加算点数

◆ポンティック

鋳造
金パラ

小臼歯 1,420

大臼歯 1,743

銀合金 大・小臼歯 491

レジン
前装金属

金パラ

前歯 1,967

小臼歯 1,620

大臼歯 1,803

銀合金

前歯 1,253

小臼歯 707

大臼歯 567

◆コンビネーション鉤　【金パラ】

大臼歯 小臼・犬歯 前歯

605 558 536

◆バー　【金パラ】

鋳造 2,136

◆鋳造鉤　

双子鉤 二腕鉤（レスト付） ローチのバークラスプ

大大・大小 犬小・小小 大臼歯 小臼・犬歯 前歯 1歯 2歯以上

金パラ 1,307 1,078 958 865 819 1,287 1,307

14K 2,305 1,924 1,904 1,518 1,224 2,285 2,305

　3月1日から歯科用貴金属の随時改定が実施されることに伴い、「歯科用貴金属」

に関わる下記点数（うち保険医療材料料の部分）が一部改正。「金パラ」材料料を

含む歯冠修復・欠損補綴の点数が一部変更となり、「金パラ」、「銀合金」、「14K」

等の点数は全て「引き上げ」となる。変更点は下表のとおり（単位は「点」。太字

が今回変更）。今回の随時改定は、昨年10月～12月の素材価格を参照して3月1日告

示価格に反映される。現行制度では、乱高下する金パラ市場価格が保険点数である

告示価格（材料料）へ適正に反映されないという問題がある。引き続き、協会・保

団連として厚労省へ抜本的解決を求めていく。

＊お問合せは歯科保険診療対策部（ ℡ 045‐313‐2111）まで。

根面板

金パラ
前・小臼歯 459

大臼歯 583

銀合金
前・小臼歯 211

大臼歯 221

キーパー
付根面板
※ 磁性アタッ
チメント

金パラ
前・小臼歯 1,309

大臼歯 1,501

銀合金
前・小臼歯 817

大臼歯 828

※1 大臼歯の4／5冠は、「生活歯」かつ「ブリッジ支台」である場合に限られる。
※2 前装MCは、前歯あるいは「ブリッジ支台である小臼歯」に限られる。

◆線鉤

双子鉤
二腕鉤

（レストつき）

14K 1,192 905

◆金属歯冠修復（装着・装着材料料は別）

インレー
（修形・KP）

冠形態（PZ）

単純 複雑 前歯
3／4冠

前歯
接着冠

臼歯
4／5冠

臼歯
接着冠 FMC 前装MC

（前歯・Br支台歯）

前装MC
（前歯・単冠）

前装MC
（小臼歯）

乳歯 銀合金 208 321 ‐ ‐ ‐ ‐ 512 ‐ ‐ ‐

前・

小臼歯

金パラ 456 813 1,021 1,019 961 959 1,273 2,188
※2

2,184
※2

2,114
※2

銀合金 208 321 413 411 353 351 512 1,291
※2

1,287
※2

1,217
※2

14K
(前歯限定） ‐ 2,071 2,601 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

大臼歯
金パラ 580 1,005 ‐ ‐ 1,215

※1
1,213 1,596 ‐ ‐ ‐

銀合金 218 332 ‐ ‐ 371
※1

369 531 ‐ ‐ ‐

不
穏
な
音
が
聞
こ
え
る

横
須
賀
市

福
本　

義
克

　

あ
る
料
理
学
校
が
舞
台
。
講

師
と
し
て
働
い
て
い
る
主
人

公
・
松
岡
卓
司
を
取
り
巻
く
学

生
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
異
常

且
つ
不
気
味
な
事
件
を
核
と
し

た
ホ
ラ
ー
作
品
。

　

し
か
し
通
例
の
血
し
ぶ
き
飛

び
散
る
ゾ
ン
ビ
系
統
の
ホ
ラ
ー

で
は
な
い
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
チ
ャ
イ
ム
」

が
示
す
よ
う
に
音
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
日
常
の
不
気
味

な
騒
音
が
き
っ
か
け
と
な
る
の

か
、
そ
の
音
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
異
常
行
動
を
し
て
し

ま
う
人
間
の
不
気
味
さ
を
じ
わ

じ
わ
と
突
き
つ
け
て
く
る
。

　

上
映
時
間
僅
か
４５
分
と
い
う

短
さ
が
、
か
え
っ
て
観
る
方
に

強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

ま
ま
終
了
す
る
の
で
、
つ
い
あ

の
後
は
ど
う
展
開
す
る
の
か
と

想
像
す
る
小
さ
な
楽
し
さ
も
残

る
。

　

映
画
冒
頭
、
生
徒
の
田
代
一

郎
が
「
チ
ャ
イ
ム
の
よ
う
な　

音
で
誰
か
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
、
来
て
い
る

―
」
と
言

う
。
松
岡
は
何
か
変
な
男
と
気

に
留
め
ず
に
い
た
が
、
他
の
日

に
田
代
が
突
然
「
誰
か
が
自
分

の
脳
の
半
分
を
機
械
に
入
れ
換

え
て
い
る
」
、
「
脳
の
中
を
見
せ

て
あ
げ
ま
す
」
と
言
い
、
そ
の

場
で
手
元
の
包
丁
を
首
に
刺
し

自
殺
す
る
。
そ
れ
以
降
変
な
事

件
が
起
こ
り
、
映
画
は
終
段
を

迎
え
る
。
田
代
の
事
件
以
降
、

機
械
的
な
雑
音
が
映
画
全
般
を

包
み
込
む
。
料
理
学
校
の
前
を

電
車
が
通
過
す
る
金
属
音
が
、

日
常
音
で
は
あ
る
が
な
ぜ
か
不

安
に
さ
せ
る
。
松
岡
自
身
の
家

庭
を
描
く
場
面
で
も
、
家
族
３

人
の
行
動
が
異
様
な
雰
囲
気
を

携
え
、
き
り
き
り
と
緊
張
感
・

恐
怖
感
を
煽
っ
て
く
る
。

　

主
演
の
吉
岡
睦
雄
（
松
岡
役
）

の
風
貌
が
ま
さ
に
こ
の
映
画
に

ぴ
っ
た
り
で
、
〝
不
穏
〟
と
い

う
言
葉
が
合
う
役
者
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
出
演
者
が
素
人
で
あ

る
か
の
如
く
、
印
象
付
け
る
場

面
が
多
い
の
も
か
え
っ
て
恐
怖

に
現
実
味
を
付
加
す
る
。
見
終

わ
っ
て
不
快
感
は
残
ら
な
い

が
、
こ
の
短
編
映
画
は
〝
我
々

が
日
常
騒
音
に
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
〟
と
い
う
こ
の
事
実
が
究

極
、
「
い
つ
で
も
人
間
は
音
や

光
、
匂
い
と
い
う
単
純
な
現
象

に
狂
わ
さ
れ
る
危
険
性
を
孕
ん

で
い
る
生
き
物
だ
」
と
注
意
喚

起
し
て
い
る
の
で
は
と
勝
手
に

想
像
す
る
。
監
督
も
「
な
ん
だ

こ
れ
は
？
と
い
う
映
画
を
作
り

た
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
見
終
わ
っ
て
の
感
想
だ

が
、
朝
食
時
あ
わ
て
て
食
べ
る

直
前
に
、
生
卵
と
半
熟
卵
を
間

違
え
た
か
の
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
に
囚
わ
れ
る
。

「
チ
ャ
イ
ム
」

「
チ
ャ
イ
ム
」

シ ネ マ 考

「Chime」

Roadsteadにてレンタル販売中
©Roadstead

　神奈川労連などで組

織する実行委員会は、

保険証の新規発行が終

了する12月2日、反対の

宣伝運動を桜木町駅前

で実施。11団体26名で行

い、協会からは「なくす

な保険証！神奈川県連絡会」として藤田理事が

参加した。藤田理事は、災害時にはオンライン

での資格確認ができないこと、有効期限内は現

行の保険証を引き続き使えることをアピール。

請願署名への協力も訴えた。宣伝の様子は12月3

日付の神奈

川新聞で報

道された。

明日から保険証廃止明日から保険証廃止

国技館前で白衣の宣伝国技館前で白衣の宣伝

「保険証捨てないで」「保険証捨てないで」

桜木町で宣伝行動桜木町で宣伝行動

当日の様子

　 保 団 連 は 昨 年12月1

日、理事会終了後に「明

日からも保険証を持っ

てきて！ 両国国技館前

街頭宣伝」を行った。

全国の協会から医師・歯

科医師が参加し、神奈川

からは二村・千葉両保団連理事が参加した。二

村保団連理事は「有効期限内は今の保険証を使

える。慌ててマイナ保険証を取得する必要はな

い」とスピーチ。当日は関ブロの協会から有志

が前座宣伝を行い、各協会の活動交流もなされ

た。当日の様子はYouTubeにて配信され、再生

回数は1.4万回にのぼっている。宣伝の様子は、

12月3日の「羽鳥慎一モーニングショー」（テレ

ビ朝日）で放映された。

演説する
二村保団連理事

新入会員自己紹介 新入会員自己紹介 file.file. 4242

　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫　新入会員の先生を紹介するコーナーです。先生の人となりに迫

るいくつかの質問をしてみました（連載不定期）。るいくつかの質問をしてみました（連載不定期）。

大和市大和市 ○○医医

巖本　三壽先生巖本　三壽先生

弓道

学生時代のめり込んだことは？

自分の良いところは？

集中して、粘り強く、目標を達成すること

医者。人生には幾つもステージがあり、複数目
標があっていいと思うので、その他未来を動かす
エンジニア、料理人、ミシュラン店の審査員等も

人生をやり直せるとしたら何がしたい？やはり医療者？

最近、声楽を学んでいて、いくつかイタリア
古典を歌えるようになったこと、
患者さんから感謝してもらったこと

最近嬉しかったことは？

目指す医師像、歯科医師像は？

何でも悩みを相談できる、それを支える医師
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長期収載品の選定療養化で薬剤10割超負担が出現
後発品との価格差1/4の差額負担　計算ルールが鬼門

はじめに 

　2024年10月より導入された、長期収載
品（後発医薬品のある先発医薬品）の選
定療養化により、実は患者負担の総額が
薬価を超えるものが出現している。導入
以降、医療現場では説明に時間を要すな
ど業務負担が増加し耳目を集めているが、
この選定療養の仕組みによる問題が隠れ
ている。この内容と問題点について論及
する。

健保法附則の
3割負担堅持破る選定療養の活用 

医薬品の新たな患者負担の仕組みは、
保険外併用療養費制度の差額ベッドなど
の「選定療養」を使った仕組みである。
保険給付を超えたアメニティ部分の差額
徴収を、療養の給付の本丸の医薬品へ適
用したのである。
　具体的には、後発医薬品（ジェネリック）
のある先発医薬品（長期収載品）の処方
を希望する場合、先発品と後発品の薬価
との価格差に着眼し、1/4相当を「特別料
金」とし差額徴収にする。それ以外は保
険給付分（保険外併用療養費）とし、こ
れの通常の患者負担と特別料金との合計
を患者負担総額とする（参考資料）。
　医療サービスは現物給付（療養の給付）
が原則である。混合診療禁止の下、差額
徴収を可能にするため、金銭支給の療養
費支給の構成とし、支給されない残余の
保険外を自費の「特別料金」とし合法化
したのが保険外併用療養費制度である。
保険外と併用する療養費が保険分に充て
られている。なお、「特別の料金」は自費
領域のため、厚労省は「目安」を示すに
とどまるというのが従来である。
　健保法改定附則で、保険給付は将来に
わたり7割給付を堅持、つまり患者負担は
3割とタガが嵌まっている。患者負担率の
変更には法律改定が必須であり、審議会
での検討や法案作成、国会審議と時間も
かかる。このため、長期収載品の患者負

担率を増加させる手段として、「選定療養」
が適用されている。しかし、保険導入を
前提としないアメニティ部分への適用が

「選定療養」の制度趣旨であり、明らかに
「禁じ手」であり、運用の逸脱、である。

特別料金の計算方法を厚労省が設定　
差額増嵩  

しかも、従来の選定療養と違い、この
特別料金の計算方法について、厚労省通
知（2024.7.12事務連絡「長期収載品の処
方等又は調剤に係る選定療養における費
用の計算方法について」）で示し定めてい
る。診療報酬の薬剤料の算定方法を適用
する、となった。
　薬剤料は所定単位あたりの薬価を点数
化し、処方日数を積算し計算し、保険請
求分と患者負担分を区分する。「所定単位」
とは内服薬の場合は「1剤1日分」、頓服薬
は「1回分」、外用薬は「1調剤」である。
なお、内服薬は複数種類が調剤されても、
服用時点や服用回数、処方日数が同じも
のは、「1剤」とカウントする独特のルー
ルがある。
　例えば、1日3食の食後服用で内服薬を、
薬剤A（薬価10円50銭）を3錠、薬剤B（薬
価19円10銭）を6錠、薬剤C（6円20銭）3
錠を、「1剤1日分」とし3日分を調剤する
と薬剤料の計算は次のとおりとなる。
　所定単位の1日1剤は、

（10.5円×3）＋（19.1円×6）＋（6.2×3）
＝164円70銭
　1点10円なので10円で除し、小数点以下
を「四捨五入」ではなく、これも独特な
ルールの「五捨五超入」にし16点。
　これが3日分なので16点×3＝48点とな
る。
　この患者負担分は1点10円で円換算し負
担率（3割）をかけて10円未満を「四捨五
入」した140円となる。保険請求分は48点
×10円-140円＝340円となる。
　実際は技術料部分の保険点数と合算さ
れる。

　この複雑な薬剤料の計算方法を長期収
載品の選定療養の「特別料金」へ適用した
のである。
　計算方法の通知では、長期収載品の薬価
100.0円、後発医薬品との価格差の1/4を
12.68円、保険給付分87.32円とし1日2錠で
30日分投与とする例をあげ、「特別料金」
が990円となる計算例を示している。課税
対象なので消費税を含んでいる。
　計算方法は次のようになる。
　「特別の料金」に係る費用
　 ＝「特別の料金」に係る点数× 10 ×（1

＋消費税率）
　なので、
　 ｛3点（∵（12.68×2）÷10）×30日｝×

10（円/点）×1.1
　＝990円 である。旧来の実額計算の方法
であれば、
　12.68円×2錠×30日×1.1（消費税分）
　＝837円 である。1.18倍に差額料金が嵩
増しする格好となっている（∵990円÷
837円）。

薬価15円以下は10割負担超で 「保険外し」 
　特別料金の計算に薬剤料計算を適用さ
せたことで、先に見た「嵩増し」に加えて
根本的な問題も抱えている。
　薬剤料は所定単位あたり薬価15円以下
の場合は1点として計算する。10円で除し

「五捨五超入」して0点となる5円以下も一
律1点として計算することになっている。
　そのため、長期収載品の所定単位の薬価
が15円以下の場合に、保険給付分も1点、
特別料金も1点で計算するため、患者負担
と特別料金との患者負担総額が、もともと
の薬価以上の金額となる例が出現するこ
とになる。
　そこで現在、厚労省のホームページに掲
載されている、選定療養の対象となる長期
収載品1096品目に関し1種類1つを所定単
位とし、今回の選定療養の費用負担のルー
ルに則り、薬剤料の患者負担と特別料金を
算出し、患者負担総額の薬価との対比を試
みた。結果はグラフ1、表1のとおりとな
った。患者負担は3割とした（以下、同じ）。
　患者負担率が100％、つまり10割負担を
超える結果となる品目が全体の1/4（24.8
％）を占めている。薬価の2倍以上になる
ものもあり（計4.6％）、なかには7倍のも
のすら出てくる。これは全て薬価が15円
以下である。
　これらの医薬品は、保険給付がなされて
いないに等しく、事実上の「保険外し」と
なっている。また薬価を超える負担額は、
モノの価格以上の差額を載せる、「医薬品
差額」ともいえる状況になっている。

患者負担率5割以上が長期収載品の半数超 
　患者負担率が10割までいかなくとも8割
以上となるものは11.3％もある。
　10割未満で5割以上が31.0％あり、10割
以上が24.8％ある。この合計で55.8％とな
る。
　つまり、長期収載品の半数以上、6割弱は、
患者負担率が5割以上となっており、保険
給付の意味合いが薄いものとなっている。
　無論、これらは、1種類の単剤投与1日
分の計算であり、現実世界で置き換えれば
多少の変動がある。1点計算の15円以下の
薬価は保険給付分の患者負担は1日分だと
0円だが2日以上だと10円以上となる。ま
た数種類の内服薬を1剤として投与する場
合や複数錠を投与する場合などは高い薬
価の医薬品に薬剤料が影響され、薬価15
円以下の影響度は吸収・減殺され、患者負
担率は下方修正されることになる。

薬剤1種類処方は患者の25％ 

ただ、1種類処方は、院内処方で患者の
27.5％、院外処方で患者の22.1％（「2022年
社会医療診療行為別統計」第21表）が該当
しており、この薬剤の患者負担の過重さと
特別料金の構造矛盾の影響は確実に受けて
いることになる（参考1）。
　実際に一般的な例をいくつかあげる。痛
み止めのボルタレン錠25㎎（薬価7.9円、所
定単位：1回分）1錠を14回分処方した場合、
患者負担率は175.4％となる。高血圧治療の
ノルバスク5㎎（薬価15.2円、所定単位1日1
剤）1錠を30日分処方すると患者負担率は
92.1％となる。殆ど保険診療のカバーがな
い（参考2）。

1/4の品目で薬剤料分の患者負担が約5倍へ
しかしながら、長期収載品の選定療養の

仕組み、とりわけ特別料金の対象範囲が注
目された関係で、患者負担総額や患者負担
率の大きさが問題視されていない。患者個々
の治療費（診療報酬）では技術料部分が薬
剤料部分より比較的に大きく、薬剤料の患
者負担分が技術料の保険給付分に隠れ、患
者に見えにくくなっていることが作用して
いると思われる。
　ただ、患者負担額の増加変動幅には反応
しやすい。後発医薬品との「価格差の1/4」
が保険から外れ自費の特別料金となるので、
最大でも約20％が新たに3割負担に乗り、計
5割負担程度との理解となる。5割÷3割＝
1.67なので、従前の1.6倍～1.7倍程度の患者
負担増と目先の利く人々は理解しているが、
実際はそうはならない。
　長期収載品1,096品を30日処方した場合
に、従来の薬剤料の患者負担と比較し、ど
れだけの倍率になるかを調べ、とりまとめ
た（表2）。
　一番多い倍率は4.7倍で品目の1/4（24.8％）
を占め2倍に近い1.9倍以上が全体の半数以
上（52.1％）を占めている。よって先ほど
とは逆に、技術料部分が少額だと、この薬
剤料の変動が目立ち気づくことになる。
　実際、昨年10月の導入直後、一般の方か
ら当協会へほぼ薬価に近い負担となってい
ることへの疑問が寄せられ、この分野の当
協会の保険診療の担当者も矛盾に気がつい
ている。今後、矛盾への認識は広がると思
われる。

作為的な 「特別料金」 の計算ルール化と
財源転用 

選定療養の特別料金の計算を、はじめて
厚労省が定めた。これは保険外診療へ充て
る保険外併用療養費の「費用の額を超える
金額の支払いを受けることができる」だっ
た従来の療養担当規則を改定し、「ただし、
厚生労働大臣が定める療養に関しては、厚
生労働大臣が定める額の支払いを受けるも
のとする」と付け足したことによる。この「で
きる規定」（裁量規定）に義務規定を補足す
ることが保険外併用療養費制度の趣旨から
みて、可能で有効なのかどうか疑問がある
が、薬剤料算定ルールを特別料金に適用し
たため構造的矛盾が生じている。
　これは、①厚労省の精査不足とは思えず、
②低廉な長期収載品の薬価基準からの削除

（保険外化）に向けた、財務省と厚労省の合
作、布石の感が強い。厚労省はこの矛盾を
解消する追加通知を今に至っても出してい
ない。
　長期収載品の選定療養化は、8割目標を達
成した後発品の使用促進策の色合いは薄く、
鹿沼保険局長が吐露しているとおり、医薬
品開発・イノベーションのための財源捻出
の方便である＊1。今後の保険給付の在り方
についても「議論が起こる可能性がある」
と鹿沼局長は見通しており＊1、財源捻出の

「打ち出の小槌」の位置づけである。厚労省

≪要点≫

1. 2024年10月導入の長期収載品（後発品のある先発医薬品）の選定療養化

で薬剤10割超負担の品目が多数ある。

2. 選定療養の対象1,096品目のうち約25％が10割超負担となり、薬価の7倍

負担もある。薬価15円以下で出現する。

3. 後発品との価格差1/4の差額負担だが従前の患者負担の1.6倍程度増に収

まらず、4割は約3倍超、25％は約5倍。

4. 薬価15円以下で、患者の費用負担が薬価を超えるという矛盾を抱えてお

り、事実上、「保険外し」となっている。

5. 高血圧の長期収載品も9割負担となる等、50％を超える品目で5割超負担

となり、保険給付からの除外が色濃い。

6. 原因は選定療養の差額負担の計算を厚労省が定め薬剤料算定ルールを適

用させたことにある。問題含みである。

7. 保険導入が前提にないアメニティへ適用する選定療養の医薬品対象化は

「禁じ手」であり、保険外しの調整弁となる。

参考資料： 後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の
選定療養と特別料金の仕組み
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ホームページ「『長期収載品の選定療養』
導入 Q&A」＊2に記されている、「医療保
険財政の改善が見込まれるということが
狙いです」は副次的な目的である。
　厚労省ホームぺージの「Q&A」には、「こ
れにより、医療機関や薬局の収入が増え
るというわけではありません」とあるが、
既に見たように齟齬がある。超過差額の
現実が生じているのであり、早期の是正
が必須である。

現場の混乱の精査は必要　料金トラブルはある 
長期収載品の選定療養化に伴う現場状

況に関し、いくつかの調査結果がでている。
　日本保険薬局協会が昨年12月に公表し
た「施行直後の対応状況」調査（回答数
4,551薬局）では、①90.1％が、患者説明
や関連対応に負担を感じ、②患者一人当
たりの説明等に係る平均時間は2.89分、
③業務工程別の負担では「患者説明」に
係る工程の回答率が91.3％と最も高い―

などとなっている。また「特出すべき事
例－困った事例」では、「薬価差が小さい
薬剤でも高額な負担が発生するケースが
ある」、「計算式を実際に見せてほしいと
の患者様がおり、とても負担」などが一
定数に上っている＊3。
　東京都薬剤師会の影響調査（回答数462
薬剤師）では、患者への制度説明に要す
る平均時間は、「3～5分程度」が56％で最
も多く、「3分以下」が31％、「5分以上」
が12％と続き、最も説明に時間を要した
ケース（自由記述）では、7割の薬局が10
分以内だったものの、30分以上と答えた
薬局も約1割あった。7薬局は「60分」、2
薬局は「120分」と2時間のケースもでて
いる。対応に困ったことやトラブル事例

（複数回答）では、「患者に対して説明に
時間がかかり業務に支障が出た」が70％
でトップ、次いで▽料金が発生すること
に理解が得られなかった（34％）、となっ
ている＊4。

選定療養の乱用、 「負の動機付け」 への 
適用は要警戒 

今回の長期収載品の選定療養化は、技
術料や今後の保険給付の部分外しの「仕
組み」に転嫁・拡大していくことが懸念
される。療養担当規則の改定は意味深長
である。
　ゆめゆめ医師偏在是正の「負の動機付
け」＊5への適用などは、厚労省は厳に慎
むべきである。
　厚労省はこの10割負担超となる患者負
担の矛盾を解消する通知を早期に発出す
るのが道理である。また保険外の料金計
算をルール化した療養担当規則と通知は
制度的混乱を招いており再整理、撤回が
必要だと思われる。
　一方、医療関係者・医療関係団体は、
今後の波及拡大、保険給付縮小を食い止
め、押し戻すために、実態調査と理論構築、
注意・警戒が必須となっている。

2025年1月29日

＊1: 「長期品の保険給付見直し「今後も議論あり

得る」　鹿沼保険局長」（2024.11.6メディファ

クス）＜鹿沼氏は、2024年度薬価制度改革の

柱の一つに「イノベーションの評価」があっ

たと説明。長期品の評価を下げ、その分の財

源を新薬の評価に回して創薬イノベーション

を推進する考えに基づき、今回の長期品の選

定療養も導入されたと語った＞　

＊2: 厚労省ＨP「『長期収載品の選定療養』導入 

Q&A」https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou_kou

hou/kouhou_shuppan/magazine/202410_004.

html

＊3: 日本薬局協会「長期収載品に係る選定療養に

ついて施行直後の対応状況報告書」（2024年

12月）

＊4:  「患者説明に2時間のケースも　長期品選定

療養、都薬調査」（2024.11.12メディファクス）　

＊5: 医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケ

ージhttps://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_48023.html

〈例1〉 ボルタレン錠25ｍｇ（薬価7.9円）1回分1錠を14回分処方した場合
保険給付分：7.35円、後発品との価格差1/4：0.55円（＊保険給付分の患者負担は10円未満四捨五入）

｛1点（∵7.35/10＝1）×14回×0.3＋1点（∵0.55/10＝1）×14回×1.1｝×10円÷（7.9円×14回）＝175.4％

〈例2〉 ノルバスク5㎎1錠（薬価15.2円）1日分1錠を30日分処方した場合
保険給付分：13.92円、後発品との価格差1/4：1.28円（＊保険給付分の患者負担は10円未満四捨五入）

｛1点（∵13.92/10＝1）×30日×0.3＋1点（∵1.28/10＝1）×30日×1.1｝×10円÷（15.2円×30日）＝92.1％

参考2 ：長期収載品の患者負担総額が過重となる実際例 （患者負担3割） ＜患者負担総額＝保険給付分の患者負担＋特別料金＞

グラフ1：長期収載品の患者負担総額の負担率の分布 （縦軸 ： 負担率、 横軸 ： 薬価 （円）

1） 厚生労働省ホームページ掲載「後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養について」の「対象医薬品リスト」厚労省マスタより作成。機械的な試算。

2） 薬剤1種類1つを「所定単位」とし、患者負担3割で1日分を選定療養の患者負担総額の費用計算方法に基づき算出し、長期収載品の薬価への負担率を計算した。

3） 対象品目は1,096品目（2025.1.24現在）。負担率と薬価は各々最低と最高の幅が大きいため左図は範囲限定、右図は全数を示した。

①薬価2,000円以下、 負担率150％以下の分布 （全体から抽出）

＊作成：神奈川県保険医協会・医療政策研究室

②全体の分布

＊作成：神奈川県保険医協会・医療政策研究室

表1：長期収載品の患者負担総額の負担率の分布 表2 ：長期収載品の患者負担総額の倍増率

＊作成：神奈川県保険医協会・医療政策研究室

1） グラフ1の作成基礎データを基に負担率の階級ごとに集約し作成。
2） 対象品目の合計は1,096品目。薬価15円以下は272品目。

＜参考＞
　 薬価基準収載品目数は内服薬7,401、注射薬3,653、外用薬2,081、

合計13,135（2024.12.6）。

1） グラフ1の作成基礎データを基に、30日処方した際の
患者負担総額を算出し、長期収載品の従前の患者負担
への倍率を算出。階級別に集計した。

＊作成：神奈川県保険医協会・医療政策研究室

参考1 ： 院内処方、 院外処方別　薬剤種類数別レセプト件数

1）「2022年社会医療診療行為別統計」第21表より作成
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場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
医
籍
登
録
番
号
、②（
医
師
会
会
員
の
場
合
は
）所
属

郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
２
月
よ
り
変
更
）。未
入
力
・
入

力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な
お
、会

場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

3月6日(木)午後7時～ 3月4日(火)午後7時30分～

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・

イ
ン
レ
ー
、
エ
ン
ド

ク
ラ
ウ
ン
の
臨
床
」

講
　
師
　
坪
田
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

　
　
　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長

　
　
　
　（
一
社
）
日
本
接
着
歯
学
会

理
事

坪
田　

有
史
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

倫

理

講

習

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
臨
床
研
究
を
行
う
上
で

お
さ
え
て
お
き
た
い

８
つ
の
こ
と
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
大
学

大
学
院

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科

ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
　
　
　
准
教
授

田
野
島　

玲
大
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
本
講
習
会
は
、指
針
上
で
も
定
め
ら
れ
る「
研
究
者
等
の

た
め
の
研
修
」と
し
て
開
催
し
、倫
理
審
査
な
ど
を
受
け

る
際
に
必
要
と
な
る
修
了
証
を
参
加
者
に
発
行
い
た
し

ま
す（
後
日
郵
送
）。開
業
医
発
の
臨
床
研
究
を
検
討
さ

れ
て
い
る
先
生
方
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
学
術
部

2月20日(木) 2月20日(木)

相

模

原

支

部

研

究

会

と
　
き
　
２
月
２０
日
（
木
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
プ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ
ち
の
べ
（
Ａ
会
議
室
）・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
神
経
発
達
症
の
こ
ど
も

と
家
族
支
援
」

講
　
師
　
医
）
お
ぐ
ち
・
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
口　

弘
毅
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
プ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ
ち
の
べ

：

定
員
３０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
相
模
原
支
部

医

療

情

報

講

演

会

と
　
き
　
２
月
２０
日
（
木
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
昨
今
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
実
態

と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
横
浜
国
立
大
学

大
学
院
環
境
情
報
研
究
院

　
　
　
　
社
会
環
境
と
情
報
部
門

　
　
　
　
教
授

吉
岡　

克
成
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
８０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
医
療
情
報
部

2月28日(金)午後7時30分～ 2月22日(土)午後3時～

川

崎

支

部

研

究

会

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
医
療
関
係
者
が
直
面
す
る
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
問
題
を
、
憲
法
・
法
律
上
の
「
表
現
の
自

由
」
と
そ
の
例
外
の
基
礎
か
ら
解
説
し
ま
す
。実
務
的
な
対

応
方
法
、
新
し
い
発
信
者
情
報
開
示
制
度
や
実
例
（
判
決
）

紹
介
を
通
じ
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
対
応
策
や
医
療
機
関
口

コ
ミ
対
策
、
弁
護
士
の
選
び
方
・
活
用
法
ま
で
学
び
、
効

果
的
な
リ
ス
ク
回
避
手
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
「
医
療
関
係
者
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
対
策
」

講
　
師
　
服
部
啓
法
律
事
務
所
　

　
　
　

弁
護
士

深
澤　

諭
史
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
川
崎
支
部

支

援

者

向

け

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

セ

ミ

ナ

ー

　

物
価
高
が
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景

に
、
患
者
さ
ん
か
ら
医
療
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
な
社

会
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
医
療
や
介
護
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
学
習
会
で
は
、
前
半
は

一
昨
春
発
行
の
冊
子
『
も
し
も
し
、
こ
ち
ら
医
療
費
相
談

室
で
す
』か
ら
事
例
を
取
り
上
げ
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
検

討
し
ま
す
。
後
半
に
は
こ
の
冊
子
（
参
加
者
に
は
無
料
で

配
布
）を
テ
キ
ス
ト
に
、社
会
制
度
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
制
度
を
知
っ
て
う
ま
く

使
え
ば
、
困
難
例
で
も

な
ん
と
か
な
る
!?

―
費
用
負
担
を
軽
減
で
き
る

あ
れ
こ
れ
―
」

[

第
１
部]

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

[

第
２
部]

　
講
演

　
　
　「
費
用
負
担
を
軽
減
す
る

あ
の
手
、
こ
の
手
」

講
　
師
　
神
奈
川
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

　
　
　
　
監
事（
介
護
老
人
保
健
施
設

樹
の
丘

事
務
長
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
）

疋
田　

勝
氏

参
加
対
象
　
医
師
・
歯
科
医
師
、
医
療
機
関
職
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
、
患
者
・
利
用
者

の
支
援
に
関
わ
る
方

定
　
員
　
５０
名　

※
会
場
開
催
の
み

共
　
催
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／（
一
社
）神
奈
川
県
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

2月26日(水)午後7時30分～ 2月21日(金)／3月5日(水)午後7時30分～

第
６３１

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

―
日
本
版
抗
コ
リ
ン
薬
リ
ス
ク

ス
ケ
ー
ル
を
中
心
に
―
」

講
　
師
　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長

秋
下　

雅
弘
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７３（
慢
性
疾
患
・
複
合
疾
患

の
管
理
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

経

営

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
２
０
２
４
年
医
院
閉
院
・
承
継
の

相
談
事
例
か
ら
見
る
！
計
画
的

な
閉
院
と
第
三
者
承
継
実
践

セ
ミ
ナ
ー
」

[

第
２
回]

　
閉
院
／
医
療
法
人
向
け
　
２
月
２１
日
（
金
）

テ
ー
マ
　「【
医
療
法
人
の
閉
院
】
医
療
法
人

特
有
の
閉
院
の
キ
ホ
ン
と
失
敗

事
例
／
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
」

[

第
３
回]

承
継
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
５
日
（
水
）

テ
ー
マ
　「
ク
リ
ニ
ッ
ク
第
三
者
承
継
の
失
敗

事
例
か
ら
み
る
６０
歳
か
ら
の
承
継

準
備
の
始
め
方
と
留
意
点
」

講
　
師
　
行
政
書
士
法
人

プ
ロ
シ
ア
ス
総
合
法
務
事
務

所
（
柏
崎
法
務
事
務
所
）

　
　
　
　
代
表
行
政
書
士

柏
崎　

幸
一
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、
必
要
な
回
だ
け
ご
参
加
く

だ
さ
い
（
一
度
の
登
録
で
右
記
２
回
分
の
講
習
会
に
自

動
登
録
さ
れ
ま
す
）。

※
事
前
に
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
時
間
の
都
合
上
、
す
べ
て
お
答
え
で
き
な
い
可
能

性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
本
セ
ミ
ナ
ー
は
当
日
会
場
参
加
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ

配
信
の
み
で
す
（
後
日
の
動
画
公
開
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

2月18日　
～2月27日

２
月
１８
日
（
火
）

経
営
研
究
会
１９
時
３０
分
。
研

究
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１９
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２０
日
（
木
）

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
１４
時
。

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
医
療
情
報
講
演
会
１９
時

３０
分
。
相
模
原
支
部
研
究
会

１９
時
３０
分
。

２
月
２１
日
（
金
）

経
営
研
究
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２２
日
（
土
）

支
援
者
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
１５
時
。

２
月
２５
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２６
日
（
水
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
月
例

研
究
会
１９
時
３０
分
。
横
浜
支

部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

２
月
２７
日
（
木
）

第
３０
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。
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宗
野
創
議
員
（
衆
）

宗
野
創
議
員
（
衆
）

太太
栄
志
栄
志
議
員
（
衆
）

議
員
（
衆
）

牧
山
牧
山
弘
惠
弘
惠
議
員
（
参
）

議
員
（
参
）

西
岡
義
高
議
員
（
衆
）

西
岡
義
高
議
員
（
衆
）

佐
々
木
奈
保
美
議
員
（
衆
）

佐
々
木
奈
保
美
議
員
（
衆
）

小
池
晃
議
員
（
参
）

小
池
晃
議
員
（
参
）

山
崎
誠
議
員
（
衆
）

山
崎
誠
議
員
（
衆
）

水
野
素
子
議
員
（
参
）

水
野
素
子
議
員
（
参
）

深
作
ヘ
ス
ス
議
員
（
衆
）

深
作
ヘ
ス
ス
議
員
（
衆
）

福
島
瑞
穂
議
員
（
参
）

福
島
瑞
穂
議
員
（
参
）

（左上から）（左上から）横浜市青葉区医師会・山本俊夫会長、旭区医師会・岡田孝弘会長、横浜市青葉区医師会・山本俊夫会長、旭区医師会・岡田孝弘会長、
港南区港南区医師会・朝倉靖博副会長、港北区医師会・鈴木悦朗会長、栄医師会・朝倉靖博副会長、港北区医師会・鈴木悦朗会長、栄区医師会・野村区医師会・野村
武会武会長長、瀬谷区医師会・武岡裕文会長、都筑区医師会・福元晃副会長、瀬谷区医師会・武岡裕文会長、都筑区医師会・福元晃副会長、戸塚区医師会・戸塚区医師会・
三木英之会長、横浜市磯子区歯科医師会・村瀬勝巳会長、保土ヶ谷区歯科医師会・三木英之会長、横浜市磯子区歯科医師会・村瀬勝巳会長、保土ヶ谷区歯科医師会・
古田潤二郎会長、横浜市歯科医師連盟・佐藤信二会長、神奈川県臨床整形外科古田潤二郎会長、横浜市歯科医師連盟・佐藤信二会長、神奈川県臨床整形外科
医会・山口優副会長、神奈川県糖尿病協会・津村和大会長、神奈川県民主医療機医会・山口優副会長、神奈川県糖尿病協会・津村和大会長、神奈川県民主医療機
関連合会・野末浩之会長、神奈川県臨床検査技師会・田山三郎常務理事、神奈関連合会・野末浩之会長、神奈川県臨床検査技師会・田山三郎常務理事、神奈
川県理学療法士会・松本肇副会長、神奈川県作業療法士会・神保武則会長、神奈川川県理学療法士会・松本肇副会長、神奈川県作業療法士会・神保武則会長、神奈川
県栄養士会・西宮弘之会長県栄養士会・西宮弘之会長

来
賓
一
覧

来
賓
一
覧

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

来
賓
一
覧

来
賓
一
覧

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（  ）（  ）

（  ）（  ）

相
模
原
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、

相
模
原
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、

平
塚
市
長
・
落
合
克
宏
、
藤
沢

平
塚
市
長
・
落
合
克
宏
、
藤
沢

市
長
・
鈴
木
恒
夫
、
小
田
原
市

市
長
・
鈴
木
恒
夫
、
小
田
原
市

長
・
加
藤
憲
一
、
茅
ヶ
崎
市
長
・

長
・
加
藤
憲
一
、
茅
ヶ
崎
市
長
・

佐
藤
光
、
秦
野
市
長
・
高
橋
昌

佐
藤
光
、
秦
野
市
長
・
高
橋
昌

和
、
厚
木
市
長
・
山
口
貴
裕
、

和
、
厚
木
市
長
・
山
口
貴
裕
、

大
和
市
長
・
古
谷
田
力
、
伊
勢

大
和
市
長
・
古
谷
田
力
、
伊
勢

原
市
長
・
萩
原
鉄
也
、
海
老
名

原
市
長
・
萩
原
鉄
也
、
海
老
名

市
長
・
内
野
優
、
座
間
市
長
・

市
長
・
内
野
優
、
座
間
市
長
・

佐
藤
弥
斗
、
綾
瀬
市
長
・
橘
川

佐
藤
弥
斗
、
綾
瀬
市
長
・
橘
川

佳
彦
、寒
川
町
長
・
木
村
俊
雄
、

佳
彦
、寒
川
町
長
・
木
村
俊
雄
、

大
井
町
長
・
小
田
眞
一
、
山
北

大
井
町
長
・
小
田
眞
一
、
山
北

町
長
・
湯
川
裕
司

町
長
・
湯
川
裕
司

◆◆ 

医
師
会

医
師
会

相
模
原
市
医
師
会
会
長
・
細
田

相
模
原
市
医
師
会
会
長
・
細
田

稔
、
川
崎
市
宮
前
区
医
師
会
会

稔
、
川
崎
市
宮
前
区
医
師
会
会

長
・
中
田
雅
弘
、
横
浜
市
磯
子

長
・
中
田
雅
弘
、
横
浜
市
磯
子

区
医
師
会
会
長
・
箕
原
豊

区
医
師
会
会
長
・
箕
原
豊

生
花
生
花
（
順
不
同
・
敬
称

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
略
）

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

和
、
川
崎
市
医
師
会
会
長
・
岡

和
、
川
崎
市
医
師
会
会
長
・
岡

野
敏
明
、
神
奈
川
県
病
院
協
会

野
敏
明
、
神
奈
川
県
病
院
協
会

会
長
・
吉
田
勝
明

会
長
・
吉
田
勝
明 

以
上
以
上

新年会新年会

長
・
井
上
美
紀

長
・
井
上
美
紀

◆
県
議
会
議
員

◆
県
議
会
議
員

【
立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク

【
立
憲
民
主
党
・
か
な
が
わ
ク

ラ
ブ
神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】

ラ
ブ
神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】

須
田
幸
平
、
寺
崎
雄
介
、
【
日

須
田
幸
平
、
寺
崎
雄
介
、
【
日

本
共
産
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

本
共
産
党
神
奈
川
県
議
会
議
員

団
】
井
坂
新
哉
、

団
】
井
坂
新
哉
、【【
立
憲
民
主
・

立
憲
民
主
・

神
奈
川
ネ
ッ
ト
青
葉
都
筑
神
奈

神
奈
川
ネ
ッ
ト
青
葉
都
筑
神
奈

川
県
議
会
議
員
団

川
県
議
会
議
員
団
】】
首
藤
天
信
、

首
藤
天
信
、

青
木
マ
キ
、
【
神
奈
川
を
変
え

青
木
マ
キ
、
【
神
奈
川
を
変
え

る
港
南
の
会
】
浦
道
健
一
、【
高

る
港
南
の
会
】
浦
道
健
一
、【
高

津
自
由
の
会
】
小
川
久
仁
子

津
自
由
の
会
】
小
川
久
仁
子

◆◆ 

医
師
会

医
師
会

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

和
、
横
須
賀
市
医
師
会
副
会
長
・

和
、
横
須
賀
市
医
師
会
副
会
長
・

髙
宮
光
、
横
浜
市
青
葉
区
医
師

髙
宮
光
、
横
浜
市
青
葉
区
医
師

会
会
長
・
山
本
俊
夫
、
横
浜
市

会
会
長
・
山
本
俊
夫
、
横
浜
市

旭
区
医
師
会
会
長
・
岡
田
孝
弘
、

旭
区
医
師
会
会
長
・
岡
田
孝
弘
、

横
浜
市
港
南
区
医
師
会
副
会

横
浜
市
港
南
区
医
師
会
副
会

長
・
朝
倉
靖
博
、
横
浜
市
港
北

長
・
朝
倉
靖
博
、
横
浜
市
港
北

区
医
師
会
会
長
・
鈴
木
悦
朗
、

区
医
師
会
会
長
・
鈴
木
悦
朗
、

横
浜
市
栄
区
医
師
会
会
長
・
野

横
浜
市
栄
区
医
師
会
会
長
・
野

村
武
、
横
浜
市
瀬
谷
区
医
師
会

村
武
、
横
浜
市
瀬
谷
区
医
師
会

会
長
・
武
岡
裕
文
、
横
浜
市
都

会
長
・
武
岡
裕
文
、
横
浜
市
都

筑
区
医
師
会
副
会
長
・
福
元
晃
、

筑
区
医
師
会
副
会
長
・
福
元
晃
、

横
浜
市
戸
塚
区
医
師
会
会
長
・

横
浜
市
戸
塚
区
医
師
会
会
長
・

三
木
英
之

三
木
英
之

◆
歯
科

◆
歯
科 

医
師
会

医
師
会

横
浜
市
歯
科
医
師
会
会
長
・
吉

横
浜
市
歯
科
医
師
会
会
長
・
吉

田
直
人
、
横
浜
市
磯
子
区
歯
科

田
直
人
、
横
浜
市
磯
子
区
歯
科

医
師
会
会
長
・
村
瀬
勝
巳
、
横

医
師
会
会
長
・
村
瀬
勝
巳
、
横

浜
市
保
土
ヶ
谷
区
歯
科
医
師
会

浜
市
保
土
ヶ
谷
区
歯
科
医
師
会

会
長
・
古
田
潤
二
郎
、
横
浜
市
歯

会
長
・
古
田
潤
二
郎
、
横
浜
市
歯

科
医
師
連
盟
会
長
・
佐
藤
信
二

科
医
師
連
盟
会
長
・
佐
藤
信
二

◆
医
療
関
係
団
体

◆
医
療
関
係
団
体

神
奈
川
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

神
奈
川
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

副
会
長
・
山
口
優
、
神
奈
川
県

副
会
長
・
山
口
優
、
神
奈
川
県

糖
尿
病
協
会
会
長
・
津
村
和
大
、

糖
尿
病
協
会
会
長
・
津
村
和
大
、

神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関
連
合

神
奈
川
県
民
主
医
療
機
関
連
合

会
会
長
・
野
末
浩
之
、
神
奈
川

会
会
長
・
野
末
浩
之
、
神
奈
川

県
臨
床
検
査
技
師
会
常
務
理

県
臨
床
検
査
技
師
会
常
務
理

事
・
田
山
三
郎
、
神
奈
川
県
理

事
・
田
山
三
郎
、
神
奈
川
県
理

学
療
法
士
会
副
会
長
・
松
本
肇
、

学
療
法
士
会
副
会
長
・
松
本
肇
、

神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
会

神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
会

長
・
神
保
武
則
、
神
奈
川
県
栄

長
・
神
保
武
則
、
神
奈
川
県
栄

養
士
会
会
長
・
西
宮
弘
之

養
士
会
会
長
・
西
宮
弘
之

来
賓
来
賓（

順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
国
会
議
員

◆
国
会
議
員

〈
衆
議
院
議
員
〉

〈
衆
議
院
議
員
〉

【
立
憲
民
主
党
】
山
崎
誠
、
太
栄

【
立
憲
民
主
党
】
山
崎
誠
、
太
栄

志
、宗
野
創
、
佐
々
木
奈
保
美
、

志
、宗
野
創
、
佐
々
木
奈
保
美
、

【
国
民
民
主
党
】

【
国
民
民
主
党
】
西
岡
義
高
、

西
岡
義
高
、

深
作
ヘ
ス
ス

深
作
ヘ
ス
ス

◆
友
誼
団
体

◆
友
誼
団
体

横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合
副
中

横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合
副
中

央
執
行
委
員
長
／
福
祉
衛
生
支

央
執
行
委
員
長
／
福
祉
衛
生
支

部
長
・
石
原
昭
彦
、
神
奈
川
県

部
長
・
石
原
昭
彦
、
神
奈
川
県

建
設
労
働
組
合
連
合
会
書
記
次

建
設
労
働
組
合
連
合
会
書
記
次

長
・
内
藤
賢
介
、
神
奈
川
県
商

長
・
内
藤
賢
介
、
神
奈
川
県
商

工
団
体
連
合
会
事
務
局
長
・
吉

工
団
体
連
合
会
事
務
局
長
・
吉

田
剛
、
川
崎
公
害
病
患
者
と
家

田
剛
、
川
崎
公
害
病
患
者
と
家

族
の
会
会
長
・
丹
操
、
神
奈
川

族
の
会
会
長
・
丹
操
、
神
奈
川

県
原
爆
被
災
者
の
会
副
会
長
・

県
原
爆
被
災
者
の
会
副
会
長
・

木
本
征
男
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な

木
本
征
男
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な

が
わ
総
合
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

が
わ
総
合
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

副
理
事
長
・
山
崎
圭
一
、
神
奈

副
理
事
長
・
山
崎
圭
一
、
神
奈

川
自
治
体
問
題
研
究
所
事
務
局

川
自
治
体
問
題
研
究
所
事
務
局

長
・
渡
部
俊
雄
、
横
浜
市
社
会

長
・
渡
部
俊
雄
、
横
浜
市
社
会

保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
・

保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
・

佐
藤
長
世
、
神
奈
川
県
労
働
組

佐
藤
長
世
、
神
奈
川
県
労
働
組

合
総
連
合
副
議
長
・
天
野
武
、

合
総
連
合
副
議
長
・
天
野
武
、

神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組
合
常

神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組
合
常

任
中
央
執
行
委
員
・
公
文
洋
一
、

任
中
央
執
行
委
員
・
公
文
洋
一
、

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

神
奈
川
県
本
部
執
行
委
員
・
神

神
奈
川
県
本
部
執
行
委
員
・
神

田
敏
史
、
神
奈
川
県
社
会
保
障

田
敏
史
、
神
奈
川
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
事
務
局
長
・
根
本

推
進
協
議
会
事
務
局
長
・
根
本

隆
、
神
奈
川
県
建
設
連
合
国
民

隆
、
神
奈
川
県
建
設
連
合
国
民

健
康
保
険
組
合
理
事
長
・
益
田

健
康
保
険
組
合
理
事
長
・
益
田

修
次
、
神
奈
川
県
高
齢
期
運
動

修
次
、
神
奈
川
県
高
齢
期
運
動

連
絡
会
事
務
局
長
・
伍
淑
子
、

連
絡
会
事
務
局
長
・
伍
淑
子
、

神
奈
川
県
平
和
委
員
会
理
事

神
奈
川
県
平
和
委
員
会
理
事

長
・
菊
谷
節
夫
、
神
奈
川
税
経

長
・
菊
谷
節
夫
、
神
奈
川
税
経

新
人
会
・
益
子
良
一
、
全
日
本

新
人
会
・
益
子
良
一
、
全
日
本

年
金
者
組
合
神
奈
川
県
本
部
書

年
金
者
組
合
神
奈
川
県
本
部
書

記
長
・
下
田
繁
夫

記
長
・
下
田
繁
夫

◆
顧
問

◆
顧
問

税
理
士
法
人
コ
ン
フ
ィ
ア
ン
ス

税
理
士
法
人
コ
ン
フ
ィ
ア
ン
ス 

税
理
士
・
益
子
良
一
、
馬
車
道

税
理
士
・
益
子
良
一
、
馬
車
道

法
律
事
務
所

法
律
事
務
所 

弁
護
士
・
佐
伯

弁
護
士
・
佐
伯

剛
、
同
弁
護
士
・
中
込
竜
司
、

剛
、
同
弁
護
士
・
中
込
竜
司
、

同
弁
護
士
・
河
田
彗
佑
、
法
律

同
弁
護
士
・
河
田
彗
佑
、
法
律

事
務
所
ク
レ
イ
ン

事
務
所
ク
レ
イ
ン 

弁
護
士
・

弁
護
士
・

大
野
美
樹
、
稲
葉
税
理
士
事
務

大
野
美
樹
、
稲
葉
税
理
士
事
務

所所 

税
理
士
・
稲
葉
啓
、
社
会

税
理
士
・
稲
葉
啓
、
社
会

保
険
労
務
士
法
人
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ

保
険
労
務
士
法
人
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

社
会
保
険

社
会
保
険

労
務
士
・
菅
原
由
紀

労
務
士
・
菅
原
由
紀

◆
生
保
・
損
保

◆
生
保
・
損
保

大
樹
生
命
保
険
㈱
・
山
本
敬
太
、

大
樹
生
命
保
険
㈱
・
山
本
敬
太
、

同
・
塩
澤
利
文
、
同
・
重
松
朋

同
・
塩
澤
利
文
、
同
・
重
松
朋

聖
、
太
陽
生
命
保
険
㈱
・
長
﨑

聖
、
太
陽
生
命
保
険
㈱
・
長
﨑

雄
司
、
同
・
山
本
清
一
、
富
国

雄
司
、
同
・
山
本
清
一
、
富
国

生
命
保
険

生
命
保
険
相
・
相
・

鬼
澤
英
生
、
同
・

鬼
澤
英
生
、
同
・

高
良
周
史
、
同
・
大
浦
美
紀
、

高
良
周
史
、
同
・
大
浦
美
紀
、

明
治
安
田
生
命
保
険

明
治
安
田
生
命
保
険
相相

・
岸
本

・
岸
本

司
郎
、
同
・
若
山
青
二

司
郎
、
同
・
若
山
青
二

◆
業
者

◆
業
者

㈱
ツ
ム
ラ
・
小
川
賢
二
、
同
・

㈱
ツ
ム
ラ
・
小
川
賢
二
、
同
・

小
川
晋
、三
栄
メ
デ
ィ
シ
ス
㈱
・

小
川
晋
、三
栄
メ
デ
ィ
シ
ス
㈱
・

開
發
勝
、
㈱
神
奈
川
機
関
紙
印

開
發
勝
、
㈱
神
奈
川
機
関
紙
印

刷
所
・
大
川
行
人
、
同
・
松
村

刷
所
・
大
川
行
人
、
同
・
松
村

亜
耶
、
㈲
ホ
テ
イ
産
業
研
究
所
・

亜
耶
、
㈲
ホ
テ
イ
産
業
研
究
所
・

白
石
工
、
理
想
科
学
工
業
㈱
・

白
石
工
、
理
想
科
学
工
業
㈱
・

永
田
純
一

永
田
純
一

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
国
会
議
員

◆
国
会
議
員

〈
衆
議
院
議
員
〉

〈
衆
議
院
議
員
〉

【
自
由
民
主
党
】
田
中
和
德
、

【
自
由
民
主
党
】
田
中
和
德
、

小
泉
進
次
郎
、
鈴
木
馨
祐
、
牧

小
泉
進
次
郎
、
鈴
木
馨
祐
、
牧

島
か
れ
ん
、
中
西
健
治
、
草
間

島
か
れ
ん
、
中
西
健
治
、
草
間

剛
、【
立
憲
民
主
党
】
阿
部
知
子
、

剛
、【
立
憲
民
主
党
】
阿
部
知
子
、

中
谷
一
馬
、
大
塚
小
百
合
、
長

中
谷
一
馬
、
大
塚
小
百
合
、
長

友
よ
し
ひ
ろ
、
【
日
本
共
産
党
】

友
よ
し
ひ
ろ
、
【
日
本
共
産
党
】

田
村
智
子
、【
参
政
党
】
鈴
木
敦

田
村
智
子
、【
参
政
党
】
鈴
木
敦

〈
参
議
院
議
員
〉

〈
参
議
院
議
員
〉

【
自
由
民
主
党
】浅
尾
慶
一
郎
、

【
自
由
民
主
党
】浅
尾
慶
一
郎
、

三
原
じ
ゅ
ん
子
、【
公
明
党
】

三
原
じ
ゅ
ん
子
、【
公
明
党
】

佐
々
木
さ
や
か
、【
立
憲
民
主

佐
々
木
さ
や
か
、【
立
憲
民
主

党
】
牧
山
弘
惠
、【
日
本
維
新

党
】
牧
山
弘
惠
、【
日
本
維
新

の
会
】
松
沢
成
文

の
会
】
松
沢
成
文

◆
前
衆
議
院
議
員

◆
前
衆
議
院
議
員

義
家
弘
介

義
家
弘
介

◆
県
議
会
議
員

◆
県
議
会
議
員

か
な
が
わ
未
来
神
奈
川
県
議
会

か
な
が
わ
未
来
神
奈
川
県
議
会

議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
神
奈

議
員
団
、
日
本
維
新
の
会
神
奈

川
県
議
会
議
員
団
、【
立
憲
民

川
県
議
会
議
員
団
、【
立
憲
民

主
・
神
奈
川
ネ
ッ
ト
青
葉
都
筑

主
・
神
奈
川
ネ
ッ
ト
青
葉
都
筑

神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】
首
藤

神
奈
川
県
議
会
議
員
団
】
首
藤

天
信
、【
創
和
会
】
谷
和
雄

天
信
、【
創
和
会
】
谷
和
雄

◆
自
治
体
首
長

◆
自
治
体
首
長

〈
参
議
院
議
員
〉

〈
参
議
院
議
員
〉

【【
立
憲
民
主
党

立
憲
民
主
党
】】
牧
山
弘
惠

牧
山
弘
惠
、、

水
野
素
子
、
【
日
本
共
産
党
】

水
野
素
子
、
【
日
本
共
産
党
】

小
池
晃
、

小
池
晃
、【
社
民
党
】

【
社
民
党
】
福
島
瑞
穂

福
島
瑞
穂

〈
衆
議
院
議
員
代
理
〉

〈
衆
議
院
議
員
代
理
〉

【
自
由
民
主
党
】
山
際
大
志
郎
、

【
自
由
民
主
党
】
山
際
大
志
郎
、

坂
井
学
、
鈴
木
馨
祐
、
【
立
憲

坂
井
学
、
鈴
木
馨
祐
、
【
立
憲

民
主
党
】
阿
部
知
子
、
青
柳
陽

民
主
党
】
阿
部
知
子
、
青
柳
陽

一
郎
、
篠
原
豪
、
早
稲
田
夕
季
、

一
郎
、
篠
原
豪
、
早
稲
田
夕
季
、

中
谷
一
馬
、
大
塚
小
百
合
、【
日

中
谷
一
馬
、
大
塚
小
百
合
、【
日

本
共
産
党
】
志
位
和
夫

本
共
産
党
】
志
位
和
夫

〈
参
議
院
議
員
代
理
〉

〈
参
議
院
議
員
代
理
〉

【【
自
由
民
主
党
】
浅

自
由
民
主
党
】
浅

尾
慶
一
郎
、【
公
明

尾
慶
一
郎
、【
公
明

党
】
佐
々
木
さ
や

党
】
佐
々
木
さ
や

かか◆
自
治
体
関
係
者

◆
自
治
体
関
係
者

相
模
原
市
健
康
福
祉

相
模
原
市
健
康
福
祉

局
医
療
政
策
担
当
部

局
医
療
政
策
担
当
部

(    )
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